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要約 

背景：これまで体重増加と 2型糖尿病発症の関連については多くの報告があるが、腹囲の増

加と 2型糖尿病発症の関連についてはほとんど検討されていない。そこで、本研究では日本

人集団において腹囲の変化と 2型糖尿病発症との関連を明らかにすることを目的とした。 

方法：吹田研究は大阪府吹田市住民から無作為抽出した者を対象としたコホート研究であ

り、1989 年から 1994年にベースライン調査（調査Ⅰ）を実施し、その後 2年毎に追跡のた

めの健康診断を実施している。本研究では、1997年から 1999 年の間に追跡のための健康診

断（調査Ⅱ）を受診し、糖尿病の既往のない男性 946名、女性 1327 名を 2011年 3月まで追

跡した(平均追跡期間 9.3年)。性別に調査Ⅰの腹囲の中央値で層化し、各層において調査Ⅰ

から調査Ⅱの間の腹囲の変化量（1 年あたり）を 3 分位点で 3 群[変化量の低い方から順に

T1, T2, T3]に分類した。2型糖尿病発症をアウトカムとし、Cox比例ハザードモデルによ

り、そのハザード比（95%信頼区間）を各層で算出した。 

結果：追跡期間中、287 名が 2型糖尿病を発症した。腹囲が中央値より高い層において、男

女とも、T2群と比較して、T3群で有意な 2型糖尿病発症リスクの上昇が認められた。多変

量調整後のハザード比は、男性：1.84(1.10-3.08)、女性：2.30 (1.31–4.04)であった。腹

囲が中央値より低い層では、男女とも腹囲の変化と 2 型糖尿病発症リスクの間に有意な関

連を認めなかった。 

結論：日本人集団で腹囲増加を予防することは、特に比較的腹囲の大きい集団において、2

型糖尿病の発症予防のために重要であることが示唆された。 
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